
【資料第１号】 

 

安全・安心まちづくり推進地区の指定について 

 

１ 経緯 

  平成１７年４月に文京区安全・安心まちづくり条例（平成１６年１２月文京区

条例第３３号。以下「条例」という。）を施行し、より地域の特性に合わせた支

援を進めていくため、条例第１７条の規定により、特定の施策を推進する地区を

指定してきた。 

  この度、防犯対策を推進する地区の新たな地域指定について、文京区安全・安

心まちづくり条例施行規則（平成１７年３月文京区規則第４５号）第４条の規定

による申請があったので、安全・安心まちづくり協議会に諮るものである。 

 

２ 指定申請のあった地区と内容 

（１）地区名 

   小日向台町町会地区（防犯対策を推進する地区） 

（２）団体名及び代表者 

   小日向台町町会 会長 酒井 美津子 氏 

（３）申請内容 

   別紙申請書参照 

（４）地区の範囲 

小日向二丁目１番～１０番、２５番（１～１４号）、２６番～３１番、小日

向三丁目５番～１７番、１８番（１～６号）、音羽一丁目１０番（１～１２

号）及び１１番～１２番 

 

３ 地区指定の手続（予定を含む。） 

令和３年１０月１日 推進地区指定の申請 

令和３年１０月   第４３回安全・安心まちづくり協議会開催（書面審議） 

令和３年１１月３０日から令和４年１月４日まで 該当地域の区民意見聴取 

令和３年 １月   推進地区指定の決定 

 

（注）防犯対策を推進する地区とは、文京区安全・安心まちづくり条例に基づき、

安全・安心まちづくりに係る特定の施策として、自主防犯パトロールなどを行

う地区をいう。 

 









【資料第１号関連資料】 

 

 

大塚警察署 推進地区指定における所見【小日向台町町会地区】 

 

 

小日向台町町会地区は、周囲を坂に囲まれた、東京メトロ丸ノ内線茗荷谷駅と

東京メトロ有楽町線江戸川橋駅の中間付近の高台に位置しています。 

 この地域には、商業施設はなく、名著「武士道」を執筆し五千円札の肖像とな

った新渡戸稲造博士が晩年住んでいた旧居跡など、大塚署管内の中でも古くか

ら多くの著名な方々が住居を構えた住宅街です。 

 近年、大塚署の管内では、大塚地域、目白台地域、小日向地域への特殊詐欺の

予兆電話、いわゆる「アポ電」が非常に多く入電しています。 

 「アポ電」が入電した地域では、重点的に車両によるマイク広報や無人 ATM

警戒など、諸対策を講じているところですが、同地区をはじめ小日向地域全体で

は、被害者が受取役の犯人に対し自宅で現金やキャッシュカードを手交してし

まう被害が度々発生している状況です。 

 同地区の周辺地区では、安全・安心まちづくり推進地区の指定を受けて、地域

が一体となって防犯活動をはじめとする推進地区の活動に取り組むことで、住

民間の連携が生まれ、犯罪抑止効果が高まりや捜査網が広がりへと繋げていけ

れば、犯人の早期検挙に繋がると期待いたします。 

 小日向台町町会地区の推進地区の指定について、大塚警察署からもよろしく

お願いしたいと思います。 

  

  

 

 

大塚警察署生活安全課防犯係 


